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選挙管理委員会事務局 

 

第１ 審 査 の 概 要 

  １  審査の対象 

  （１）一般会計 

   

  ２  実地審査場所 

      選挙管理委員会事務局 

 

  ３  審査の方法 

      知事から提出された歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び

財産に関する調書について、選挙管理委員会事務局執行分を審査した。 

   審査に当たっては、 

（１）決算計数は、正確であるか 

（２）予算の執行は、適正かつ効率的になされているか 

（３）財産の取得、管理、処分は、適正に処理されているか 

などに主眼を置き、決算書等及び証拠書類の照合等を行うとともに、関係部局から決算について

の説明を聴取するなどの方法により審査を実施した。 

 

第２ 審 査 の 結 果 

 １ 決算計数について 

      審査に付された一般会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調

  書及び財産に関する調書の計数は、誤りのないものと認められる。 

 

 ２ 事業執行等について 

   特に意見を付する事項はない。 
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第３  決算の概要 

  １  歳入歳出決算の状況 

  （１）一般会計      

ア  歳 入                            （単 位 : 千円、％ ） 

科  目（款）  予  算  現  額   収  入  済  額  比較増（△）減額 収 入 率 

使 用 料 及 手 数 料              1           123 122     － 

国 庫 支 出 金 6,621,781     5,173,510 △  1,448,270     78.1 

諸 収 入             0        20,038 20,038      －  

計     6,621,782     5,193,672 △  1,428,109    78.4 

 

  歳入は第７款使用料及手数料ほか２款であり、予算現額６６億２，１７８万余円、収入済額

５１億９，３６７万余円、比較減額１４億２，８１０万余円、収入率７８．４％である。 

 歳入の主な内容は、 

・国庫支出金のうち、衆議院議員選挙等の総務費委託金      ５１億５，８６７万余円 

である。 

 

イ  歳 出                                                  （単 位 : 千円、％ ） 

 科  目（款） 予 算 現 額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額 執 行 率 

 総   務   費     9,483,047     7,839,829             0 1,643,217 82.7 

     

  歳出は、第２款総務費で１項７目に区分し執行しており、予算現額９４億８，３０４万余円、

支出済額７８億３，９８２万余円、不用額１６億４，３２１万余円、執行率８２．７％である。 

  主な執行内容は、 

・都知事選挙に要したもの 

     （項）選挙費  （目）都知事選挙費            ２２億１，０８８万余円 

・衆議院議員選挙等に要したもの 

     （項）選挙費  （目）衆議院議員選挙及国民審査費    ４９億３，４３９万余円 

である。 

 

 

 

 

 

 


